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転倒は、入院中でも外来でも、病院の中で多く発生しています。 
 
軽い打ち身程度で済むものが多いですが、 
時には骨折などで手術が必要になってしまうこともあります。 
 

今回は『転倒・転落予防』についてお知らせします。 

外来患者さんやお見舞いなどに来られる方へ 

入院患者さんやご家族の方へ 
 
 
 
普段は出来ていることでも、入院による生活環境の変化や治療の影響、
体力・運動機能の低下などが加わり、思いがけない転倒や転落の危険
性が高くなります。 
 
生活環境を整備し、転倒・転落に十分注意して、入院生活を送ってい
ただくようにしておりますが、さらなる安全を高めるためには患者さ
ん・ご家族のご理解・ご協力が欠かせません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はきなれた 
すべりにくい靴で 
来てください 

診察室やトイレなどから 
出る時・曲がり角では 
一旦止まって 
左右の確認を 
してください 

イスには 
深く・しっかり 
腰かけて 
ください 

車イス 
手すり 
つえを 
ご利用ください 
 

          ふらふらするとき 
         介助が必要なときには 
       遠慮なく職員にお声がけください 

すべりやすい 
スリッパはやめて 
 
すべりにくい靴や 
バレーシューズを 
はきましょう 

トイレへの移動時 
排泄前後に 
転倒することが多いです 
 
遠慮せず看護師を 
呼んでください 

ベッドから身をのりだすと 
転落の恐れがあります 
 
モノを落としてひろう時・ 
ベッドから離れたモノをとる時は 
特に注意しましょう 

お困りの時は 
いつでも 
職員に 

お声がけ 
ください 

お読み 
ください 
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